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1.事象の概要

平成  24年 6月 1日，柏崎刈羽原子力発電所において，新燃料の製造，輸送を行っ

た原子燃料工業株式会社(以下「原燃工」という)が，当社立会のもと，同年 5月 

30日に同社が輸送した 1号機用新燃料 (232体)を原子炉建屋内に搬入する作業

を行っていたところ，新燃料 2体が収められた新燃料輸送容器 1基の外側容器にある

封印 (2箇所)がされていないことを確認した。

本事象は原子炉等規制法に係る「核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬

に関する規則」で定める核燃料輸送物に係る技術上の基準に適合していない可能性が

あるため，同日，原子力安全・保安院へ報告した。

その後，原燃工と共に，新燃料輸送容器の内側容器の封印状況を確認したところ，

内側容器の封印 (2箇所)は適切に実施されていることを確認するとともに，内側容

器内に所定の新燃料 2体が収納されていることを確認した。(原子力安全・保安院へ報

告済)

本事象について，原子力安全・保安院から，核燃料輸送物を運搬した原燃工が封印

を確実に実施・確認したか否か，本輸送物を同社東海事業所から柏崎刈羽原子力発電

所への運搬中及び運搬後の保管管理が適切になされていたか否かについて確認する必

要があることから，当社及び原燃工は本事象について調査をするように指示を受けた。

本報告書は，上記指示に基づく調査結果を報告するものである。 

2.指示内容

(1)核燃料輸送物を運搬した原燃工が封印を確実に実施 y 確認したか否かについての調査 

(2)核燃料輸送物を原燃工東海事業所から東京電力柏崎刈羽原子力発電所への運搬中及び

運搬後の保管管理が適切になされていたか否かについての調査 

3.報告範囲

「核燃料輸送物を運搬した原燃工が封印を確実に実施・確認したか否かについての

調査j及び「核燃料輸送物を原燃工東海事業所から東京電力柏崎刈羽原子力発電所へ

の運搬中及び運搬後の保管管理が適切になされていたか否かについての調査Jのうち

柏崎刈羽原子力発電所正門通過前までの調査については，原燃工が報告するものとし，

本報告書では柏崎刈羽原子力発電所入構後の運搬及び運搬後の保管管理状況の調査結

果について報告する。 
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4.管理状況

(1)管理体制

柏崎刈羽原子力発電所第一運転管理部燃料グループ(以下「燃料 GJ)は，新燃料

の構内運搬作業を円滑に実施するため，輸送燃料数量，工程，運搬ノレート，作業体

制及び業務分担，作業概要，安全対策等を記載した「取替新燃料の運搬実施計画書」

を作成している。今回の運搬に係る輸送燃料数は以下のとおり。また作業体制及び

業務分担は図 -1のとおり。

輸送燃料数

対象号機 メーカー 燃料体数 輸送容器数 輸送編成

柏崎刈羽原子力発電所

第 1号機
原燃工 232体 11 6基 

トラック 16台 

(4編成)

-係料迩捌こ係る原子力災省事時J!I!

図-1 作業体制及び業務分担 
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(2)プロセス毎の管理項目 

a. 事前準備

・燃料Gは，規制連絡文書を関係箇所へ周知し，構内運搬経路，車両待機場所，

固縛解き作業場所への通行及び立入の規制を実施している。

・燃料Gは，周辺関護区域の出入許可に関わる申請書類を警備箇所である防護管

理グ、ループ(以下「防護管理 GJ)へ提出している。これらは本作業の従事者の

構内及び周辺防護区域への出入管理に用いられている。 

b.運搬及び作業時実施・確認事項 

(a)新燃料構内運搬時(正門~原子炉建屋大物搬入口前待機場所)

・燃料Gは，発電所正門から原子炉建屋搬入口前の停車位置までの構内運搬作

業に関する立会監理を行っている。

・運搬ノレートにはバリケード，監視員，無線機の配置を行い，主要交差点には

仮設ゲートを設け，関係車両，関係者以外の通行を禁止するとともに誘導員，

交通整理員を配備している。

・燃料Gは，新燃料運搬車両入構時に正門にて車両番号及び台数の確認を行っ

ている。また， r新燃料構内輸送記録(正門用)Jを作成し，輸送車列の正門

到着時間，到着状態(外観に異常がないこと)を記録している。(添付資料(1)

参照)

・誘導車，誘導員により輸送車列を特機場所まで誘導している。また燃料 Gは

「新燃料構内輸送記録(誘導員用)Jを作成し，駐車完了時間，駐車位置，駐

車状態(車止め)を確認し，記録している。(添付資料 (2)参照)

-新燃料構内運搬作業には，当社燃料G7名，原燃工 2名，監視/誘導/交通

整理関係 30名，輪送車両関係 (4車列) 100名が関わっている。

(こ、の他に発電所警備員が本作業に関わっている。) 

(b)待機時(作業中以外，原子炉建屋大物搬入口前待機場所)

・防護管理Gは「柏崎刈羽原子力発電所核物質防護規定Jに基づき，周辺防護

区域内待機中は輸送車両に関係者以外の者や車両が近寄らないことを監視カ

メラ及び巡回にて監視している。 

(c)荷下ろし準備時(原子炉建屋大物搬入口前待機場所~固縛解き場所)

-当社監理員による作業状況の立会監理を実施している。

-固縛解き場所への移動前に車両点検として積荷の国縛，幌，シートの点検を

実施し，異常(破損，ゴム紐の弛み等)がないことを確認している。 

(d) 固縛解き時(輸送トラック上)


-当社監理員による作業状況の立会監理を実施している。


・固縛解き前の積荷のシート養生状態に異常がないことを確認している。 

(e)搬入作業時 
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-輸送容器の外観・形状に異常がないことを目視で確認している。(封印の確認

を含む。)なお，固縛解き~搬入作業には，燃料G2名，原燃工2名，輸送会

社A18名，輸送会社B4名が関わっている。(この他に発電所警備員が本作

業に関わっている。)

なお，上記� r(c)荷下ろし準備時」から� r(e)搬入作業時」までの間は，一

連の流れとして，原子炉建屋大物搬入口前で作業を実施している。� 

5.調査結果� 

(1)調査事項� 

a.聞き取り調査

封印がないことが確認された以降に，作業プロセス毎の管理状況が適切であ

ったかについて，改めて当社監理員及び構内運搬を請負った輸送会社A，輸送

会社B，輸送会社Cに事後確認と聞き取り調査を実施した。

作業プロセス毎の調査項目及び開き取り結果は以下のとおり。また，聞き取

り結果の詳細を添付資料� (3)に示す。� 

(a)新燃料構内運搬時(正門~原子炉建屋大物搬入口前待機場所)

-輸送トラックへの関係者以外の者，他車両の接近・接触の高無 →無

・構内運搬中の輸送トラックの不必要な停止の有無	 →無

・輪送トラック積荷の養生状態の異常の有無	 →無� 

(b)待機時(作業中以外，原子炉建屋大物搬入口前待機場所)

-輸送トラックへの関係者以外の者，他車両の接近・接触の有無 →無� 

(c)荷下ろし準備時(原子炉建屋大物搬入口前待機場所~固縛解き場所)

-積荷の固縛，幌，シートの異常(破損，ゴム紐の弛み)の有無 →無

-輸送トラック積荷の養生状態の異常の有無 →無

(d)固縛解き時(輸送トラック上)

-輸送トラック積荷の養生状態の異常の有無 →無

.封印への接触の有無 →無

(e)搬入作業時(原子炉建屋大物搬入口前)

-確認前の誤った封印取外し行為の有無 →無

.関連場所における封印の落下の有無 →無

b.現場確認

・関連作業場所(正門からの構内運搬ノレート上，	 トラック荷台上，閤縛解き場所)

に封印が落ちていないことを確認

・取外した封印の員数確認を実施(封印数� 230個を確認)し，誤って封印を取

外していないことを確認� 
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[員数確認内容】

新燃料輸送容器数 :計 116基

(内訳)封印取付輸送容器数 115基

封印未取付輸送容器数� 1基

輸送容器� 1基につき封印� 2個のため� 115X2=230個の封印を確認� 

(2)まとめ

以上の柏崎刈羽原子力発電所入構後の運搬及び運搬後の保管管理状況から，発電

所内で当該封印が外された形跡や封印の脱落に至る要因は確認されなかった。(添付

資料� (4)参照)� 

6.添付資料

(1)新燃料構内輸送記録(正門用)� 

(2)新燃料構内輸送記録(誘導員用)� 

(3)柏崎刈羽原子力発電所における新燃料輸送時の管理状況(改訂1) 

(4)柏崎刈羽原子力発電所に搬入された核燃料輸送物に封印がないことの事象の要因

調査結果(発電所正門~町B大物搬入口前)

以上� 
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添付資料(1)

燃料管理ガイド{燃料体管理)� 

2012年� 2月� 17努(05)

様式2-1

新燃料構内輸送記録(正門用)

30β月51:手4成 ;2 受ふ日:平

対象燃料 1号機第� 17関取替� 
i 

確認者氏名:

ヘ� z， 

溺 成 正問 到着震時※ 到餐時状態

第一議成� S刃Jo日� (0 n寺~~ 分 玖� 

第二編成� S月.30日� tl持� 7分 ~ 
一� 

第三議成� S晶子。日� 11n寺之j分

議題編成� 5月30日� n時JJ.分

一� 
~ 

tl 
[備考3 

※ 王聞き到着時刻は，各編成の最終トラヅクが発電所構内に入った持塁手~ {笠門を通

過した時刻)とする。� 
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添付資料� (2) 

燃料管壊ガイド(燃料体管理)� 

2012年� 2月� 17日(05)

様式2~2

6
⑧
②
@
一
局

新燃、料構内輸送記録(誘導員� 

8・� 日: 平成24喜界
4内- 入� 6Jj30E:f 

対象燃料 :工 号機第� 17額数替

護認者氏名:

駐車位霞� 駐車状態
縞 成 駐怠完了時刻j 号車

{添付参照〉 (車止め)

否A
U
③

血

液

1 ミき
月30a

2 答

一合

否
第一編成

3 否� 
時� tJtJ分� 

4 晶
切 否

Z 否� 

げ

V
A
v
m

宮子

aあ 否� 主主
》ゾ

jfnwn

'2 

第二編成

?柏

3 答
1;時/伊分 

a 

1 
::?s~ ~ 


2 否3 タ
第三編成� 

否3 ~ 
111時 之分

4 

9 
否ミ穿

否

否

1 否
S ~ タ♂日 

mvp

戸
ロ
.;

否� 

立� e~包踊成
3 e 
否� 

11時タ佑き
4 伊

一
否否� 

考3 

否 

米羽

谷

否

、否 

[備� 
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添付資料� (3)

示iLJ し一一二二ココニロ

平成24年6月� 12日
圃・・・・・!

柏崎刈羽原子力発電所肪災安全部防護管理G

第一運転管理部燃料G

柏崎刈羽原子主重量開ーとお吐~艶盤整韓送時の管理状況〈改訂 1)

発電所正門から輸送トラック待機場所までの運搬中及び運搬後の新燃料の保管管理が適切にされてい

たか聞き取り調査を実施。

[聞き取り調査詳細]

作業プロセス

{作業エリア}

輸送

1 1 (構内正門-R/B大物� 

搬入口前待機場所}

待機(作業中以外}� 

2 I OUB大物搬入口前待

機場所〉

荷下ろしI¥!'J備� 

31低m大物搬入ロ前待

機場所~解縛場所}

間縛解き� 
41 

{輸送トラック上}

5 I 
侃沼大物細入口前}

輸送・作業全体
61 

{鈎i患エリア全体}

対象

期間

5130 

5130 

-6/1 

5/30 

......6/1 

確言E結果� ~ 

調査内容

.	輸送トラックへの関

係者以外の者，車両の

接近，接触の有無

.輸送中の不必要な停

止の有無

.積荷養生状態の異常

の有無� 

.	輸送トラックへの閲� 

係者以外の者，車両の� 

接近，接触の有無

.	稲荷養生状態の異常

の有無� 

.積荷養生状磁の異常� 

の有無1~;1 I .封印への接触の有無� 

.	総詔前の誤った封印

取外行為の有無
I 6/1 

調逃場所における封

印響下の有無

関連場所における封

印落下の有無� 

8 

「異常なし』

担当G等

担当� G

柏崎刈羽原子カ発電所� 

第一運転管理郁燃料G

柏崎刈羽原子力発勉所� 

防護管理G

原子蝦料工業{掠)� 

確認結果

聞き取り砲認目 {聞き取り調査} 

E也41611

H2416/4-616 
異常なし

H241611-

614.6112 

IH241614-615 I 異常なし� 
防謹管理G

原子燃料工業(徐}� H241611-
異常なし� 

614，6/12 

柏峰刈羽原子力強電所� 
H24I6I1 

第一運転管理部借料G 
異常なし

原子燃料工業{掛� H241611-

614，6/12 

栂崎刈羽原子力発fIl所� 

第一運転管理郎撚料G 

原子燃料工業{悌

柏崎刈羽原子力発筋商� 

第一理転管理部撤料G 

B美子燃料工業{紛� 

H2416/1 

異常なし� 

H241611-6/4 

H241611 

異常なし

H2416/1-4 

以 上� 



添付資料(4)

皇皐

1号機用新燃料

受入時，輸送容
器(116基� :232体)
の外容器のうち，
1基(2体)の外容
器に封印が無

かった� 

柏崎メIj羽原子力発電所に搬入された核燃料輸送物に
封印がないことの事象の要閃翻杏結果(発雷所E門-R/B大物搬入口前)

皇且 作業Lロ主孟 管理状況 確盟事項 調査内容
(作業エリア)

輸 送 -安全確保のため発電所 ・正門~待機場所(周辺防護区域内)までの輸送
(構内正門~ 構内輸送ルートの主要 中に停車が必要な支障は無かったこと

R/B大物搬入口務 ポイントへの監視員をiliel1.輸送トラックに関係者以外の者，車両が接近， ①関係者への聞き取り
構内運搬途中� 待機場所) ー輸送トラックへの関係者以外
の封印外れ 置 接触していないこと

聞当社監理圃』員A.による作業 ・積荷の養生状態に異常がないこと の者，車両の接近， 1.量触の有無
ー輸送中の不必要な停止の有無� 

状況の.lL:ii:'監理 ・構内輸送ルート上に封印が落ちていないこと 積荷養生状態の異常の有無F

m 封印への綾触の有無

.周辺防護区域内待機中 明確認前の誤った封印取外行為の

は関係者以外が近寄らU.輸送トラックに関係者以外の者車両が接近 u-有関無連場所における封印鑑下の有
ないことを常時監視 接触していないーと� ........-...........J".............， 無

(防護管理G)
-トラック荷姿(シート養生
した状態で管理)

②現場確認
-画縛解き前に車両点検

-積荷の養生状態に異常がないこと ー取り外された封印の員数確認
，積荷のシート養生状

-トラック待機エリアから固縛解き場所に封印が
『関連場所における封印落下の有

態の異常確認 無

-当社監理員による作業 落ちていないこと

状況の立会監理

国縛解き作業以降H H固縛解き
-封印に按触する行為がないこと

の封印外れ (輸送トラック上) ・積荷のシート養生状態
-トラック荷台上及び作業場所周辺に封印が落
ちていないこと

の異常確認
-当社監理員による作業

状況の立会監理� 1 1・封印に接触する行為がないこと

-封印を確恕前に誤って取り外していないこと

-作業場所周辺に封印が落ちていないこと
 

調査結果 原因豊qE 
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